
地域公共交通シンポジウムｉｎ十勝

令和４年２月１４日（月）

十勝バス株式会社

事業本部長 長沢敏彦
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十勝バスが考える真の生活ＭａａＳ



一般乗合バス
（ １０３両）

ジャンボハイヤー 介護事業 学童保育・教育事業

一般貸切バス
（ ２１両）

設 立 大正１５年
(１９２６年)

資 本 金 ６,０００万円
従業員数 ２５０名

車 両 数 １３０両

便利事業

（１）会社概要

飲食事業
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清水

豊頃

浦幌

新得

鹿追

（２）事業規模等

十勝管内１５市町村をカバー

年間４７０万km走行

１市１８町村中の
１市１４町村
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１．アナログ重視の
「真のＭaaＳ」
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このままでは交通は衰退 このままでは地方は消滅

複数の交通事業者

が繋がらなければ
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（１）交通業界は１００年に一度の大変革時代

１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」

「原則」に敵った「真のＭaaＳ」を実装しなければ



「アナログ」のＩＴ化こそＭａａＳ

「お客さま目線」こそアナログ

・ ＩＴやＡＩの時代だからこそ、アナログの強みを

しっかりとした「アナログ」が無ければ
「デジタル」は機能しない

アナログとデジタルの融合
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１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」

（２） 「お客さま目線」を基本にした原則の徹底



(３) 「お客さま目線」を基本にした原則の徹底
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直接のヒアリングにより
お客さまの生の声を聞き
ニーズの本質を探る

どうして、バスに
乗って頂けないの
ですか？

１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」

路線バス沿線の
住民宅に戸別訪問
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（４） 『不安』の解消と『目的地』の提案

１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」



(５) 目的提案 ： 日帰り路線バスパック

路線上の施設＋路線バス
お互いの強みを
組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える
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利用者数の推移
２０１０年度：２,１００名
２０１２年度：３,２００名
２０１４年度：４,６００名
２０１６年度：５,４００名
２０１７年度：６,５００名
２０１９年度：７,０００名

１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」



笑顔あふれる接客

（６）社員の誇りが輝きとなって！
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１．アナログ重視の「真のＭａａＳ」

いつもありがとう
ございます

笑顔＝「アナログ」

笑顔あふれる

接客サービス



十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞２０１３年７月３０日掲載

（１）二次交通充足地域の創造！
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３．「十勝ＭａａＳ」の実現のために
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生活ＭａａＳ×観光ＭａａＳ

（２）十勝が繋がる

農 医療

健康食

目的提案：
「生活コンテンツ」
をメインに

交通モードのみならず
十勝らしい「食」「農」や「商業」、
そして、「医療」「ヘルスケア」
と繋がることが重要！

商業

３．「十勝ＭａａＳ」の実現のために



４．アフターコロナに
「今向かう未来」
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①マイクロ「コンパクト＋ネットワーク」で街づくり！

・市民にとっての最善の生活環境を整備する

４．アフターコロナに「今向かう未来」

（１） セグメント×深掘り
＝「ミクロ戦略」

人口減少・移動総数減少

「町内会づくり」から始める
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人口減少・移動総数減少

「町内会づくり」から始める

大空団地

全ての生活サービスを集中投入

「町内会づくり」×複数→「街づくり」

真の生活ＭａａＳ

４．アフターコロナに「今向かう未来」

①マイクロ「コンパクト＋ネットワーク」で街づくり！

・市民にとっての最善の生活環境を整備する

（１） セグメント×深掘り
＝「ミクロ戦略」
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テレワークによる「移住」促進

大手企業の投資を呼び込む

「転入」「移住」促進で地方の経済活性化

・住環境を生活サービスの集中投入により整える

街づくりで地域に
貢献できる喜びを

どんなに山は高くとも
「できる」ことから

４．アフターコロナに「今向かう未来」

（２）「街づくり」で
地方の経済を活性化
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（３） 小さな流れが、次第に速く大きく

４．アフターコロナに「今向かう未来」

街づくりの
フィールドを
大空団地に



新たな挑戦 豊かな地域づくり

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく

４．アフターコロナに「今向かう未来」



マスコミやメディアで取りあげられ始める

４．アフターコロナに「今向かう未来」

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく
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様々なステークホルダーが動き始めた

大手企業と「協創」で連携し始める！



４．アフターコロナに「今向かう未来」

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく
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オンデマンド交通始動（アナログからデジタル化へ）

誰もが安心して移動できるようにいつでも行きたい場
所に行けるオンデマンド相乗りサービス

電話予約からアプリで予約が可能に

ＡＩを使って最適なルートが選択

運行エリア
拡大準備中



様々なステークホルダーが動き始めた

・ さらに、生活サービスを集中投入！

４．アフターコロナに「今向かう未来」

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく

２０２１年７月１９日(月)  東京交通新聞

国土交通省総合政策局
地域交通課長 倉石誠司氏

「新型コロナウイルスの経験を経て、地域コミュニ
ティはますます、範囲２キロくらいの小集積になる。
地域づくり・まちづくり、暮らしの満足度を第一に据
え、住民目線で取り組みたい。家族、ウェルビーイ
ング(心身の幸福)、介護・福祉、教育などテーマは
いろいろとある」と基本姿勢を示す。地域の公共交
通とまちづくりの一体化が促進されそうだ。

飲食事業にくや大空
×

コミュニティカフェ 21

物販物流事業
マルシェ路線バス

宅配事業キリン便



４．アフターコロナに「今向かう未来」

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく
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マルシェバス経産省ＭaaＳ創出推進事業に採択
帯広市×ＫＰＭＧ×道経連×二次交通協議会など
１１企業・団体と連携 マルシェバスがコミュニティの場に

・住民の生活の質の向上
・路線バス事業の収益向上と多角化の可能性
・路線バスのに店舗機能を持たせた場合の運用性と機能要件



大空住民とのコミュニティが創造され始めた

（３） 小さな流れが、次第に速く大きく

４．アフターコロナに「今向かう未来」

十勝バスは新しいスタイルの地域密着・コミュニ
ティづくりから地域交通を守り、人々の生活を豊
かにし、活性化した全国の地方都市を創造します



十勝バス株式会社 事業本部長 長沢敏彦

ご清聴、ありがとうございました

十勝バスが考える真の生活ＭａａＳ
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